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はじめに
　小論では，（1＞作家の想像力と都市や特別な場所との連関と②宗教の影響およびそれにたいす
る反発が創作にどう関わるかを考察していこうと思う。具体的には，ジェイムス・ジョイスを
取り上げ，ジョイスと都市，そしてカトリックおよびユダヤ人との関係を論じたいと思う。
　そうしたプロセスを通じて，ある仮説を提出したい。ジョイスは，『ユリシーズ』の主人公
ブルームをなぜユダヤ系にしたのか，その理由を僕なりに解いてみたい。
1．ジョイスの好きな都市，嫌いな都市
　ジェイムス・ジョイスと言えば，ダブリンで育ち，その後は，ノラ・バーナクルという女性
とヨーロッパに駆け落ちして，死ぬまでアイルランドには帰ってこなかった，ということが良
く知られている。当時，教会で正式に結婚しないということは，社会的に相当大胆な行為であ
り，後述するベルリッツへの就職の際には，上司の配慮で二人はジョイス夫妻ということになっ
ていた。今で言えば，事実婚であるが，100年ほど前のことであるから，そういった振る舞い
は挑発的であったし，ジョイスはさらに念のいったことに，二人の間にジョルジョとルチーア
が生まれたときも洗礼をさずけていないのである。これは二人の家族がともにカトリックであっ
たことを思うと極めて例外的なことである。
　ジョイスは，厳密に言えば，アイルランドおよびダブリンに数度にわたって，短期間ではあ
るが帰ってきているのだが，結局住み着くことはなかった。
　ジェイムス・ジョイスは，1882年2月2日，聖燭節という聖母マリアの清めの祝日に，ダ
ブリン郊外ラスガーのブライトン・スクウェア41番地で生まれた。
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　ラスガーというのは，ダブリン南の郊外で裕福な階層の居住する地区である。ジョイスー家
は，頻繁に引っ越しをしている。ジェイムスが18歳になる1900年までのあいだに11軒もの
家を移り住んでいるのである。仕事上の転勤ではない。主として，父親が家賃を払わないとい
う困った癖を持っていたためである。この癖は，ジェイムスにも遺伝したようだ。移り住んだ
のは，いずれもダブリンあるいはダブリンの近郊だω。
　これらの移住は，裕福なダブリンの南側の郊外から，北側の庶民的な地域へ，大きな家から
小さな家へと変化していく。もちろん，ジョイスー家の経済状況を反映してのことだ。それは，
後に，ジェイムスが小説家となってダブリンの様々な階層の人間を描写していく際には，結果
的には，良かった面もあるだろう。中産階級以上の人間から，労働者階級まで間近にその生活
実態を見ることになったからだ。
　ジョイスは，22歳の時，1904年10月8日に，ダブリンからノラ・バーナクルという女性と
出奔して，ヨーッロバを経巡ることになる。が，周知のごとく，彼の小説に出てくる都市はダ
ブリンのみである。ダブリンは知り尽くしているという自負があるのだ。ダブリンが破壊され
ても，「ユリシーズ』を読めば，再建できるとまで断言しているのである。
　しかしながら，彼は結局，アイルランドへは一時帰国のみで，ヨーロッパを放浪することに
なるわけだが，彼にとって気に入った都市とそうでもない都市があったようだ。
　その差はどこから来るのだろうか。
　読者の中には，ジョイスがどの町が好きであろうと嫌いであろうと，そんなの関係ない！と
お考えになる方がいるかもしれない。が，筆者は，2007年夏にダブリン，チューリッヒ，ト
リエステ，ポーラを訪れてみて，彼の居住した都市が，彼の想像力，発想に影響を与えたと考
えるに至った。そして，『ユリシーズ』の主人公レオポルド・ブルームがユダヤ系であるのも，
それと深く関わっていると考えている。
　そこで，最初にジョイスの移り住んだ都市の好悪の基準（と考えられるもの）を明らかにし，
次いで，そのこととユダヤ人を主人公に選んだ問題との関係を明らかにしよう。
　基準になるのがダブリンであることは疑いようがないだろう。ただし，ジョイスがダブリン
に対して抱いた感情はアンビヴァレントなものであったから，ダブリンに対しても好きになる
要素と嫌いな要素があると考えられる。
　ダブリンは，海に面した都市である。町の中心をリフィー河が東西に流れ，中心から北へは
オコネル通りがのびていく。リフィー河にそって歩くと，町の中心部でも川面をカモメが飛ん
でいるのが見える。また，郊外に行く電車からもすぐに海や浜が見える。
　この点は一つの重要なポイントで，ジョイスは川と海または湖のある町が好きであると思わ
れる。しかし，海のあることは必要条件であって，十分条件ではないようだ。
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　というのも，ジョイスがアイルランドを飛び出し，最初に定住した町ポーラ（現在は，クロ
アチアのプーラ）という町は，アドリア海に面した港町であったが，ジョイスの気に入らなかっ
たのだ。
　ここでジョイスの住んだ町を順番にあげてみよう。
　ダブリン（アイルランド），ポーラ（オーストリア，現クロアチア），トリエステ（オースト
リア，現イタリア），ローマ（イタリア），トリエステ，チューリッヒ（スイス），トリエステ，
パリ，サンジェラール・ピュイ，ヴィシー，チューリッヒとなる。
　ポーラに居住した期間は短く，通常は無視されるか，言及を省かれることもあるくらいだが，
拙論では，トリエステとの対比で重要になってくる。
　彼が強い愛着を抱いたのは，ダブリンとトリエステである。ついでチューリッヒであろう。
ポーラとローマは嫌っている。パリについては，「便利な都市だ」と素っ気ない。ポーラ，ト
リエステは地理的に近く，トリエステとローマはイタリア語圏という点で共通点を持つ。なら
ば，何が好悪を分けたのか。
　いくつかの要素に分解して見ていくことにしよう。
（1）川と海または湖
　ダブリンは，町の中心を東西にリフィー河が流れ，海に注ぎこむ海辺の町である。川と海ま
たは湖のセットで考えると，好悪の謎がとける部分はある。ポーラは港湾都市ではあるが，町
の真ん中に川は流れていない。逆に，ローマやパリは，町の中心をテベレ川やセーヌ川が流れ
ているが，海に面していない。チューリッヒは湖に面し，町の中心をリマト川が流れ，ジール
川と合流する。合流地点を眺めるジョイスの後ろ姿の写真は，本人のお気に入りであったとい
うが，場所としても好きだったのだろう。
　トリエステの場合，海に面してはいるが，町の中心を流れる川はない。その代わりというの
も妙かもしれないが，海から少し町の内部にむかって運河（カナル・グランデ）がある。名前
はカナル・グランデだが，ヴェネツィアのものとは比較にならないほど小さい。
　当然ではあるが，以上のことからも判るように，川と海または湖は，一つの要素であって，
それだけでジョイスにとって都市の好悪が決まるものではなかった。
②　歴史と伝統
　ジョイスは，ダブリンについて弟あての手紙（1905年9月24日）で「ダブリンが何千年に
もわたって首都であり，大英帝国の『第二の』都市で，ヴェネツィアの約3倍あることを思う
と，いかなる芸術家もこれを世界に提示しなかったのは不思議なことだと思う」と述べている。
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つまり，これだけの都市なのだから，誰かが，ダブリンを舞台にした小説なり他の芸術を創出
すべきだと考えていたのである。ジョイスほどの冷徹な知性の持ち主が，ヴェネツィアの約3
倍あるということを弟にも，また弟が前述の一節を出版業者にも言ったほうがよいとすすめた
からといってそのまま，出版業者にも書いているのは不思議な気がする。ここで僕があらため
て述べるまでもなく，町の広さ，人口にかかわらず，ヴェネツィアの重要性に，ダブリンは比
肩することさえむつかしいと思われるからだ。
　話を元にもどせば，いずれかの芸術家に書かれるだけの価値がある都市なのか否かがジョイ
スにとっては問題なのだ。ジョイスの基準からすれば，ダブリンはもちろん，書かれるべき対
象なのだ。そして，ポーラはそうでなく，トリエステは，実際にはジョイスは書く対象とはし
なかったが，ジョイスの友人ズヴェーヴォなどが書くにふさわしい対象と考えていたのである。
　つまり，芸術の対象になりうる町か，否か，という点がもう一つのポイントである。しかし，
それだけでないことは，ローマを嫌っていることからも明らかだろう。
③　政治的支配，経済的支配
　上の歴史と伝統にも関わりがあることだが，政治／経済的支配を一方的に受けてしまった都
市は，ジョイスにとって魅力的ではなかった。
　ジョイスがトリエステで英語を教えているときも，話は政治について論じることが多く，ア
イルランドがいつかは自由な独立国となるという希望を述べていたという。
　そういう観点からは，ポーラは強大な帝国の圧倒的支配下にあったし，また現にある町だか
ら，むしろ他山の石となってしまうのである。
　実際，ジョイスのポーラ評価は，仮借ない手厳しいものである。彼は，叔母ジョゼフィーン
にあてた手紙（1904年12月31日）の中で，「ポーラは神への願いも届かぬようなところで，
海のシベリアですよ」と書いている②。ポーラのあるイストリア半島自体も気に入らなかった
と見えて，イストリア地方は，無知なスラヴ人があふれる退屈なところだとののしっている。
　実際にポーラを訪れてみると，まず誰でも目に入ってくるのは，古代ローマの闘技場の遺跡
である（写真1）。実に堂々たる立派なもので，これがポーラの最大の観光名所となっている。
さらに，ジョイスが勤めたベルリッツ校は，同じく古代ローマの大きな門の傍らにある（写真
2）。その門から始まる狭いがにぎわっている通りがVia　Giuliaでジョイスはその通りのアパー
トに最初は住んだのである。にもかかわらず，彼が叔母にあてた手紙，父にあてた手紙弟に
あてた手紙にも，大小の古代ローマの遺跡に対する言及がない。父への手紙では，ポーラはオー
ストリアの軍港で，自分が英語を教えている生徒のほとんどは海軍の軍人であり，港にはいつ
も10人から12人の軍人がたむろしていること，また，町はとても小さく（ダブリンに比べれ
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ばたしかに小さい），三つの言語イタリア語，ドイツ語（公用語）とスラヴ語が話されると書
いている。また，ここで話されるイタリア語はとても崩れているとも記している（3）。
　つまり，ポーラには，歴史的建造物はあるのだが，自らの（語るべき）歴史がないのである。
　一方，トリエステに関しては，その従属性と自律性が複雑に絡み合っている。政治的には，
オーストリアの支配下にあるのだが，オーストリアが経済的繁栄を望んで自由港にしたため，
交易が盛んになり，ユダヤ人が入ってきて，保険，金融業で活躍していた。ジョイスの友人で
作家のイタロ・スヴェーヴォ（本名エットレ・シュミッツ）も，ユダヤ系であるが，当初は銀
行に勤めており，後に夫人の家の会社を継いだのである。
　トリエステにおけるユダヤ人というのは大変興味深い存在で，政治的には支配的立場にはな
いが，経済的な実質を握って裕福な階層がおり，ジョイスの英語の生徒にはそういった階層の
大人や女子学生が複数いた。
（4）精神的支配，宗教的支配
　ジョイスにとってダブリンの最大の欠点は，カトリックによる精神的な支配があまりに強す
ぎたことだ。カトリックの立場からすれば，現世のこまかなことに拘るよりももっと重要なこ
とがあるのであって，それは死後，魂だけの存在となって天国にいけるかどうかということな
のである。その考え方が行き過ぎれば，この世の不公正を改革するという意欲も麻痺してしま
いかねないのだ。
　実際，当時のアイルランド人の心が麻痺しており，それを冷徹に見据えて静かに告発してい
るのが『ダブリンの市民』であるとジョイス自身が考えていたのだ。
　宗教という点からいうと，多宗派の存在がより顕在化しているのはトリエステである。市の
重要な大通りは海に面しているが，それと直角に海からカナルグランデが町に入り込んでいる
が，その突き当たりにはサンタントニオというカトリックの教会がある。しかしその斜め脇に
は，より一層大きなサン・スピリドーネ・タウマトゥルゴというセルビア正教の教会がそびえ
ている。1869年の建立である。
　また，前述の海岸通りには，サン・ニコロというギリシア正教会がある（写真4）。このギ
リシア正教会に，ジョイスは足しげく通っている。トリエステにやってきてまだ1ヶ月とたた
ぬころにスタニスロースにあてた手紙（1905年4月4日）には，
僕がここで，この前の日曜日，ギリシア正教のミサに出ていたら，僕の短編『姉妹たち』
が結構素晴らしいものに思えた。ギリシア正教のミサは変なんだ。祭壇が見えなくて，と
きどき司祭がドアをあけて扉をあけて姿を現す。彼は出てきたり，引っ込んだりを6回ほ
どやった④。
とある。
　ジョイスにとっては，ミサの上げ方，儀式の執り行い方が異なっているのが興味深かったの
である。さらに翌月5月2日あるいは3日の手紙には，
　（同僚の）ここの英語の教師は……僕がカトリック教徒として死ぬだろうと言う。なぜ
なら，僕がギリシア正教の教会にうろちょろ出入りするからで，ということは心の底では
神を信じているということなんだそうだ。ところが，僕の意見では，僕はあらゆる類いの
信仰がもてないんだな⑤。
　これも弟スタニスロースに宛てた手紙で，本音を吐露したものと見てさしつかえあるまい。
ジョイスは，キリスト教の神学大系（トマス・アキナスを頂点として）には深い関心と，崇敬
の念を抱いているのだが，それと信仰とは切り離している。つまり，カトリックの信仰を絶対
的な真実として受け入れることは拒絶しているのである。
　だからこそ，カトリック以外のキリスト教ギリシア正教やセルビア正教の教会が町の中心
部にあるトリエステに好感を持ったのだろうし，ギリシア正教のミサに出て，カトリックのミ
サだけがミサなのではない，ということを味わって，カトリックの儀式を相対化できたことで
彼は知的な爽快感を味わったのだと僕は想像する。さらに，キリスト教自体を相対化するもの
として，ユダヤ教があるわけで，トリエステにジョイスが滞在中に，ヨーロッパで最も大きな
シナゴーグの建設がはじまり完成した（1908－1912）ことは，意義深いと言わねばならない。
　これほど宗教的に多様性が顕在化した街はイタリア語圏では見当たらない。もちろん，トリ
エステでも住民の多数派はイタリア人であるので，カトリック教会が数の上からは支配的であ
るのだが，他のイタリア語圏の都市と較べると，はるかに他宗派，他宗教の教会，シナゴーグ
が目立つところに堂々と存在しているのである。
　トリエステのユダヤ人は，宗教的にも人種的にも少数派でありながら，そのことで埋没した
りせずに，さかんな経済活動を展開し，宗教的にも立派なシナゴーグを建設しつつあったので
ある。
　ここで，ポーラとトリエステの比較を整理しておこう。両者には，共通点も多いのだが，ジョ
イスははっきりとポーラを嫌い，トリエステは，最初はいろいろ問題を抱えつつも，好きになっ
たからだ。ダブリンを出て，初めて住み着いた2都市なので，初期のジョイスの都市観はここ
にもっとも良く反映されていると，僕は考える。
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　トリエステとポーラには似ているところが多い。1．港町であること。2．多言語（イタリア語，
ドイツ語，スラヴ語）が話されていること。3．オーストリアの支配地であったこと。
　では，どこが異なるのか。
　トリエステにも古代ローマの遺跡はあるが，それが中心という感じにはなっていない。ボル
ゴ・テレジアーナ（テレジア街）というオーストリア女帝のマリア・テレジアが作った整った
街区があり，その縁の一辺が海に面した大通りで，町の中心軸の一つである。それとは別の旧
市街もあって，そちらは古い町並みがあり，ユダヤ人街のゲットーもあった（ファシズム時代
に一部は取り壊されたが，今もその名残りはある）。
　さらに，トリエステで特徴的なことは，町の中心部の目立つところに，カトリック以外の教
会があることだ。海沿いには，ギリシア正教会があり，中に入るとその金をふんだんに用いた
装飾の壮麗さに目を奪われる。前述のように，ジョイスもここのミサにたびたび参加し，カト
リックのミサとの違いを興味深く味わっていたのだ。
　また，ユダヤ人街があり，シナゴーグ（ユダヤ教教会）があった。しかも，ジョイスがトリ
エステに滞在中（1905－1914）の1912年に巨大なシナゴーグが完成している（写真6）。この
シナゴーグは，ヨーロッパで最も巨大なシナゴーグであるとのことである。
　ジョイスが滞在していた頃には，トリエステには，約6，000人のユダヤ人がいた。この数は，
第二次大戦中のユダヤ人迫害のため激減する。裕福なユダヤ人は国外に逃れ，貧しいユダヤ人
は，トリエステの精米場（Risiera　di　S．　Sabba，町はずれにあるが，現在は国の記念建造物と
して保存，展示されている）を改造してユダヤ人および政治犯収容所となった所に収容され，
そこで亡くなった人も少なくないからだ。
　ジョイスにとって，トリエステも最初は居心地のいい場所とは言えず，ノラが地元女性から
いやがらせを受けたり，妊娠女性を嫌う家主が多くアパート探しに苦労したりしているのだが，
やがてこの町にとけ込み，その魅力を味わい，ここを第二の故郷と呼ぶまでになる。
　ポーラが気に入らず，トリエステが気に入ったのはなぜなのか。何のせいか？　これを一つ
の要因に帰着することは出来ないだろう。
　しかし，その後のジョイスの滞在箇所やその好悪やコメントを参照するとかなりのことが言
えると僕は考える。
　ポーラが気に入らず，トリエステが気に入ったと思われる理由をあげて見る。
　1．　ポーラは小さな町で，トリエステは何倍もの大きさを持っている。
　　　ジョイスはダブリンが，ヨーロッパのなかの主要都市の一つで，大英帝国第二の都市で
　　あることを強調する手紙を弟に書いている。ジョイスのような都市型人間にとって，大都
　　市のほうが変化に富み，娯楽や飲食店の種類も数も多く，好ましいのだ。
　2．　ポーラは，かつて，古代においてはローマに支配され，（1904年）現在はオーストリア
　　の軍港である。即ち，強大な帝国の支配を受けている都市だ。トリエステは，複雑な歴史
　　を持っている。オーストリア（Duca　d’Austria）が14世紀から領有するようになるが，
　　住民はイタリア系が多数派をしめている。さらに，地理的な関係で，スラヴ系住民も少な
　　くない。また，オーストリアにとって，トリエステは貴重な港なので，自由港として取り
　　引きに関わる税金を免除して，港および町が繁栄するよう手を尽くした。貿易や商売，金
　　融がさかんになるにつれ，ユダヤ人も増える。
　　　トリエステの方が，継続的に歴史的重要性を持っていたのである。
　3．第三の理由は，第二の理由ともかかわるが，トリエステは，一方的な支配を受けていた
　　のでなく，自立的な活動があったということである。そもそもオーストリアにとっては，
　　トリエステは貴重なアドリア海への出口であったので，自由港にして，税金も免除し，繁
　　栄をサポートしたのである。
　4．支配には，政治的な支配と，精神的な支配があるが，ジョイスは宗教による心の支配か
　　ら自由になることを切望していた。それは自分自身だけでなく，アイルランド人全体の問
　　題としても捉えていた。トリエステには，宗教的多様性が確保されていた。その上で，ギ
　　リシア正教会も，セルビア正教会も，プロテスタントの教会も町の重要な場所に存在して
　　いたし，巨大なシナゴーグも建設された。
　さらに別の角度から言えば，トリエステは，文化の多様性や，政治的な複雑さ，町の規模な
どが，ダブリンと肩を並べるレベルにあった都市であり，親しみを抱ける要素が十分にあった
と言えよう。ポーラは小さすぎたのだ。
　ポーラがダブリンに肩を並べることが出来なかったとすれば，物理的にも精神的にも巨大す
ぎてダブリンと比べ物にならず，脅威的な存在であったのがローマである。
　ローマはなぜ，気に入らなかったのか。ローマに関しては，②の歴史と伝統という観点から
は十分すぎるほど十分なのだが，（1）の川と海という点では，海から遠いのであるし，（4）の精神
的・宗教的支配の点では，ローマはヴァティカンのお膝元であって，カトリック支配が強すぎ
た，ということを，今回設定した基準からは指摘することができるであろう。
　ジョイス自身は，ローマについて，スタニスロースに宛てた手紙（1906年9月25日）で，
「ローマは，祖母の死体を，観光客に見せ物にしている男を思わせる」と辛辣な批評を述べて
いる。ただし，嫌いになった都市が，ジョイスの制作に意味がなかったのかというと，そうで
はない。むしろ，当人にも言語化しえなかったような深い意味があったと思う。その存在は，
考えようによっては，好きになった都市よりも，ジョイスの意識の深層部に働きかけたとも言
えるのである。
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　ここでジョイスの都市の好悪を分かつ基準（1）から（4）を整理しておこう。ジョイスにとっては，
ダブリンという都市がつねに原点になるのだが，そのどういう面が彼にとってかけがえのない
もので，他の都市を好む場合にどんな要素が重要であったかは，彼自身もあらかじめ自覚して
いたとは思えない。都市を移り住みながら，その好悪で反応しているのである。その結果をわ
れわれが見ると，いくつかの基準を析出することが出来ると僕は考えている。ジョイスにとっ
て（1）川や海（湖）があること，②歴史と伝統があること，（3）政治的，経済的に第三者に屈して
いないこと（これはアイルランドおよびダブリンに対する願望である），（4＞精神的，宗教的に
第三者の強い支配を受けていないこと（これもアイルランドおよびダブリンに対する願望であ
る）が重要であった。②（3×4）は文化，歴史，政治，経済，宗教などで，それに対し，川や海
（湖）というのが異質な要素なので違和感を感じるかもしれない。僕の考えでは，ジョイスは
きわめて理知的な言語表現にこだわった人であったので，そのままだと男性原理が強すぎるの
で，それを補償するものとして，女性原理が働いているのだと思う。
　初期のジョイス（ここでは一応，1908年以前とする）は，『ダブリナーズ』が「磨き上げら
れた鏡」のようにダブリンの社会を写し出し，アイルランド人読者の意識を覚醒させることを
期待していたのである。その態度はきわめて自然主義的であり，徹底したリアリズムの追求で
あり，水で薄めたようなロマンティシズムや，認識を深めることのないレトリックのためのレ
トリックは厳しく排除されていた。しかし，その姿勢を突き詰めていけばいくほど，心は，そ
の反動として，補償作用を求めるはずだ。
　ジョイスが好んだ川や海，湖に共通するのは水だ。形が固定せず，すべてを包みこむことの
出来る水は，女性原理の典型的なシンボルである。また，「死者たち」の末尾にでてくるアイ
ルランド全土をおおうように降る雪というのも，水の変形であり，つつみこむ，覆うという女
性原理が鮮明に出ている。
　また，『若い芸術家の肖像』の第4章では，主人公は，防波堤の浅瀬のそばで，スカートを
たくしあげて海をみつめる少女に出くわす。少女の姿は鳥のようで，二人は視線をかわす。彼
の胸には歓喜がほとばしり，彼は聖職ではなく芸術家になることを決意する。
　ただし，ここで注意しておかねばならないのは，ジョイスがこうした水，水辺の少女あるい
は雪といった女性原理をあらわすイメージを，作品中に取り込むことが出来るようになったの
は，ローマから帰ってくる1907年以降のことである。『若い芸術家の肖像』の第4章の少女と
の出会いは，実際に，1898年に生じた出来事だった（6）が，それがジョイスの心で発酵して，
作品世界に溶け込むことが可能になるまでには10年の歳月が必要だったのである。
　さて，都市に話をもどそう。結果的に，ダブリン以外で彼が気に入ったのは，トリエステだっ
た。住んだ期間も10年に及んでいるし，トリエステを離れたのは，1906年7月末からの7ヶ
月（ローマに住んでいた）のみで，1915年には第一次大戦勃発による外からの原因でやむな
く離れたのであり，自分から移住を望んだわけではなかった。
　事実，ジョイスは，第一次大戦後1919年10月17日にトリエステに帰ってきているのであ
る。ただし，戦後トリエステが，オーストリア領からイタリア領に移り，町の性格が変わって
しまい，トリエステの魅力が減じ，パウンドから声をかけられたこともあって，翌1920年7
月にパリに移り住んでしまう。
　なぜ第一次大戦後，トリエステの町の性格が変わってしまったかというと，オーストリア・
ハンガリー帝国にとっては，トリエステは地中海への出口として最も重要な港であり，町を重
視し，商業的にも自由港にするなどして盛り立ててきたわけであるが，イタリア領になってし
まうと，イタリアは半島であるから，港はいくらでもあり，単にそのうちの一つになってしまっ
た。イタリアからみれば，辺境の一つの都市，港に過ぎない，ということで，オーストリア・
ハンガリー帝国のときのような特恵的な政策がほどこされなくなり，政治的，経済的にそして
文化的にも衰退してしまったのである。
　町にとっては皮肉な運命であった。
H．ジョイスが生きた都市空間
　上述のように，ジョイスがトリエステを好んだ理由をいくつかの要素に分解することは出来
たが，これを時系列の上で確認しておこう。
　ジョイスのダブリンを出てからの，住居とその期間は次の通りである⑦。トリエステの町の
内部で，あるいはポーラでもローマでも町の中でジョイスは何度も引っ越しをしているが，そ
れらは省略する。以下のリストは町の移動だけに焦点をあてたものである。
1904年10月8日
　ダブリンを出港　途中，ロンドン，パリをへてチューリッヒに行く。
1904年10月11日一19日
　チューリッヒ。当てにしていたベルリッツ英語学校の職がなく，交渉の末，トリエステを
　紹介される
1904年10月20日一30日
　トリエステ。しかし，ここでも職がなく，ポーラに新たにベルリッツを開くということが
　わかり，ポーラに向かう。
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1904年10月30日一1905年3月
　ポーラ。4ヶ月と少しの間をポーラで過ごしたのであるが，彼はポーラに好印象を持たな
　かった。
1905年3月一1906年7月30日
　トリエステ。1年5ヶ月。ベルリッツで教えたり，個人教授で英語を教える
1906年7月31日一1907年3月7日
　ローマ。7ヶ月と少しの間をローマで過ごす。銀行員として働く。ジョイスはローマが気
　に入らなかった。
1907年3月7日一1915年6月28日
　トリエステ。8年4ヶ月にわたりトリエステに住んでいる。ただし，細かくみると，1909
　年の7月25日から9月13日にかけては，アイルランドのダブリンとゴールウェイ（ノー
　ラの故郷）に里帰りしており，同年10月18日から1910年1月6日かけて再びアイルラ
　ンドを訪れている。1912年7月12日から9月15日にかけてもアイルランドのダブリン
　とゴールウェイに里帰りしている。
1915年6月30日一1919年10月15日
　チューリッヒ。4年4ヶ月にわたってチューリッヒに疎開している。前述の通り，第一次
　大戦のためである。ただし，1917年10月12日から1918年1月まではロカルノに滞在し
　ている。避寒と療養のためであるが，一時は，引っ越しも考えた。しかし，チューリッヒ
　に較べ，ロカルノが都市として規模が小さく，国際性にも欠け文化的刺激も乏しいので，
　チューリッヒに戻った。
1919年10月17日一1920年7月3日
　トリエステ。10ヶ月弱の滞在であった。トリエステの帰属がオーストリアからイタリア
　に変わり，都市の性格が変わってしまった。
1920年7月8日一1939年8月
　パリ。途中で，チューリッヒを何度か訪れたりしているが，1920年から第二次大戦の開
　始直前まで19年間にわたってパリに住んだ。
以下省略
　上の簡略な年表からも容易に推測できるように，1922年に出版された『ユリシーズ』は，
そのほとんどが，トリエステとチューリッヒで書かれたのである。しかし，そのきっかけは，
ローマの滞在であった。1906年9月30日のスタニスロースあての手紙の中で，「追追伸　ダ
ブリナーズに新しいストーリーを考えた。それはミスター・ハンターをめぐるものだ」と書い
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ている。このストーリーは「ユリシーズ」というタイトルがつけられるはずだった。主人公は
アルフレッド・H・ハンターは，ダブリン人で，ユダヤ人ではないかと噂され，不実な妻をもっ
ている，という話になるはずであった。が，しかし結局，ジョイスは書かなかった。つまり，
これがのちの実際に書かれた『ユリシーズ』の流産してしまった版である。名前は，ハンター
からブルームに変わり，長大な物語へと変わったが，骨格としては，たしかにこの時のものを
受け継いでいると言えよう（8）。
　ローマのことは嫌いになったし，アパートを追い出されたりして，散々な目に会っている，
銀行員としての仕事も気に入らなかった，作品も書けなかった，いいことは一つもなかったよ
うに見えるが，これが面白いというか，不思議なところで，ジョイスにとって，ローマ滞在は，
作家生活にとって一つの転機となったのではないかと思われるのである。
　理由は2つある。1つは，上に記したように，『ユリシーズ』のきっかけをつかんだこと。
いや，『ユリシーズ』だけではなく，『ダブリナーズ』の最後を飾る「死者たち」もここで構想
が熟してきているのだ。もう1つの理由は，一番目の理由と絡んでいるが，アイルランドへの
態度が変化したことである。
　まずそちらから見ていこう。1906年9月25日のスタニスロースへの手紙（「ローマは祖母
の死体を見せ物にしている男を思わせる」の一節のある手紙）の中で，
　時々，アイルランドのことを考えると，僕は，不必要に厳しかったように思える。僕は，
（少なくとも『ダブリナーズ』の中では）ぼくがパリ以外では感じたことのない，くつろ
いで感じられるダブリンの魅力をひとつも再現しなかった。純粋な島国性や歓待の心を再
現しなかった。後者の「美徳」は，僕の知るかぎり，ヨーロッパの他の国には存在しない。
ぼくはアイルランドの美しさに対しても公平ではなかった。というのも，自然という点で，
アイルランドは，僕の意見では，イングランドやスイス，フランス，オーストリアやイタ
リアより美しいのだ。
　驚くほどのダブリンおよびアイルランド礼賛ぶりである。後半のアイルランドのhospital－
ityうんぬんは，「死者たち」のゲイブリエルの演説に再現されていることは言うまでもある
まい。ジョイスは，最初，『ダブリナーズ』を12編の短編からなる短編集としようと考えてい
た。少年期，青春期，成年期，社会生活のそれぞれを3編ずつで12編である。ジョイスは，
カトリックを離れても極めてカトリック的発想に根ざした作家であるので，3という数字にこ
だわった。もちろん，3は三位一体の3であり，『ダブリナーズ』の最初の短編「姉妹」，特に
その最初の版，即ち「アイリッシュ・ホームステッド」に掲載された版では，そのことがより
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露骨にわかる仕組みになっていた。そのことは以前に論じた（9）のでここでは繰り返さないが，
3へのこだわりは，ダンテの『神曲』を意識したものであり，集中のもう一つの短編「恩寵」
も同じく『神曲』の構成を意識したものであった。12は無論，使徒の数である。
　しかし，その目論みは，出版者グラント・リチャーズが，発禁処分や訴訟をおそれて，ジョ
イスに‘bloody’などの単語や表現の削除をもとめ，ジョイスがそれに抵抗して，出版がのび
のびになっているうちに，別の作品をいくつか書きあげ，追加することで，12編という数字
はくずれた。
　単に，12という数がくずれただけでなく，「死者たち」は長さの点でも，アイルランドやそ
こに登場する人物への視線，共感という点で，他の短編と質を異にするのは明らかだ。
　その質の転換を予言しているのが，上のジョイスの「気づき」である。ダブリンをアイルラ
ンドを嫌って，大陸に渡ったジョイスであるが，ポーラ，トリエステ，そしてローマを経験す
ることによって，逆にアイルランドの持つ美点に思い至ったのである。
　最初に書かれた12編では，ダブリン市民，その精神の麻痺を告発するというところに作者
の意図があったのに対し，「死者たち」では，主人公ゲイブリエルが，親戚の集まったパーティー
でスピーチをするが，そのスピーチの中で，
　一わたしが年のめぐるたびにますます強く感じるのは，わが国にはこの歓待という伝
統ほど国の名誉となるものはない，これほど心して守らねばならぬ伝統はほかにないとい
うことであります。わたしの経験によるかぎり，これは近代の諸国家には（わたしはこれ
までにすくなからぬ外国の土地を訪れておりますが），めったに見られない伝統です。
（『ダブリンの市民』（高松雄一訳，集英社）p．357）
と述べている。弟に宛てた書簡か，パーティーでのスピーチかという場。メディアの相違によ
る文体の違いはあるが，要旨はまったく同じである。むしろ，ゲイブリエルのスピーチはその
あとに，若い世代には旧世代の美徳「人間らしさ，歓待の精神，やさしいユーモア」などの
特質が受け継がれないのではないか，という危惧が語られる点が異なると言ってよいだろう。
　さらには，ゲイブリエルは，「ゲイブリエルの目はなお幸福の輝きにあふれていた」とか
「彼は幸福感のあまりに食事を取ることができなかった」という他の『ダブリナーズ』の登場
人物からは想像すらできない妻への愛情にあふれる幸福感にひたる場面がある（『ダブリンの
市民』P．376）。
　ゲイブリエルは，妻に対して，やさしい気持ち，さらには情欲を刺激されてホテルへとたど
りつくのだが，二人きりになった時，妻グレタは，あらぬことを口にする。彼女は，ゴールウェ
イにいたときの若くして死んだ恋人マイケル・フユアリーのことを思い涙ぐんでいたのだ。
　ゲイブリエルはショックを受けるが，やがて，妻への思いやり，憐欄の情を感じる。そして，
最後の雪の場面。
　…雪はアイルランド全土に降っている。（中略）彼の魂は雪の降る音を耳にしながら，
しだいに知覚を失っていった。雪が，かすかな音を立てて宇宙に降り，最後の時の到来の
ように，かすかな音を立てて，すべての生者たちと死者たちの上に降りそそぐのを耳にし
ながら。（『ダブリンの市民』p．393）
　雪は，生きる者にも死せる者のうえにも等しく降る。それを魂の奥深くで感じる主人公が登
場したのである。作品世界の成熟を感じさせる一場面だ。
　こうした作品世界の成熟化は，作者の内面の変化に因るものと考えてよいだろうが，その作
者の内面の変化，世界の捉え方，描出の角度の相違が生まれるにあたっては，ローマ経験がそ
の触媒となったと考えてよいのではないだろうか。
　ローマは，ダブリンやポーラ，トリエステ，チューリッヒに比して，圧倒的に過去の遺産が
重みを持つ都市である。まっとうな歴史感覚を持った人間であるならば，ローマの街，遺跡，
そして現にある町並みに，過去の歴史の重みを，他のいかなる街の幾層倍も感じるはずだ。そ
の恐ろしいほどの重圧を，日常として受け止めるのだから，ローマ人はある部分が鈍化し，ま
た他国人に対して鷹揚と言えば鷹揚横柄といえば横柄なのである。
　ジョイスも，そのことは感じたに違いない。1906年11月13日のスタニスロースへの手紙
で，
　昨夜，福音主義教会に行った。牧師はイギリス人だった。イギリス人は気取りからか無
能力か，どんな言語も英語風に発音してしまう。彼は，十分滑らかで正確に話していたが，
発音はイタリア語とはまったく似ても似つかなかった。僕はイタリア語を話すとき，イギ
リス人の癖はすぐ判る。率直に言って彼らがわざとそうしているのかどうかは判らない。
彼らの英語を話すアクセントは（特に女性のは），アイルランド人やアメリカ人やスコッ
トランド人のアクセントと較べると，変化にとんで心地よい。アメリカ人のアクセントは，
まったくもって聞くに堪えない。
と書いている。ローマに来れば，イギリス人も，アイルランド人も，アメリカ人もスコットラ
ンド人も同様に，異邦人，もっと露骨に言えば，辺境の人なのである。ローマは世界の中心と
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いう顔をして，平然と世界中からやってくる異邦人を飲み込んで，何とも思っていない風情な
のだ。
　ジョイスがこれまで滞在したポーラは，ダブリンよりはるかに小さかったし，トリエステも
大雑把に言えばダブリン並みである。
　しかし，ローマはまったく格が違う。
　おそらく，そのことにジョイスは苛立って，「ローマは自分の祖母の死体を見せている」う
んぬんの憎まれ口もたたいているのだが，同時に，ローマの持つ過去との同居，共存というい
やおうない事実が，ジョイスの心に静かに，深く働きかけたのだと，僕は考える。つまり，意
識できるレベルでは，ローマは嫌いだったのである。しかし，嫌いだから，影響を受けず，好
きだから影響を受けるといった単純なものでは，人間の心はない。むしろ，ここまで嫌うのに
は，自分の存在や，世界観がおびやかされるほどの深い影響を感じるからだと考えることも出
来る。
　それ以前には，イギリス帝国への直接的な敵意，カトリックへの敵悔心を抱いていた。ロー
マに来て，苦しみ苛立つうちに，イギリス帝国をも相対化する眼が自然に得られたし，カトリッ
クもその総本山の懐にはいってしまえば，ローマで見るランポッラ枢機卿が，ダブリン（郊外）
のマレイ神父に似ているなどとスタニスロースに報告するように変わっていく。
　ジョイスの中で，大英帝国も，カトリックも共に包含し，かつそれらを絶対的な敵とはしな
い，より柔軟でより成熟した世界観が，表面的な敵対心の奥底で醸成されるプロセスが開始さ
れたと見てよいだろう。言い換えれば，ローマを拒みつつ，ローマ自身が世界を見る眼を，ジョ
イスの無意識が獲得しつつあったとも言えよう。もっとはっきり言えば，ジョイスにとってロー
マが意味するところは，死の世界であったと思う。死を生きている人間は忌避する。しかし，
そこをくぐり抜けて生き続けるならば，再生がはかられるわけで，いわば，魂が生まれ変われ
るのである。ジョイスの禁欲的にダブリンの麻痺を描きだす魂が，『ユリシーズ』の享楽的，
喜劇的に人生を描き出す魂に変貌するためには，死の世界をいったんはくぐり抜ける必要があっ
たのだ。
　イタリアの批評家Giorgio　Melchioriは，ジョイスが『ユリシーズ」をローマで着想した
とする点に論を絞った論考の中で，1．ジョイスがローマでさまよえるアイルランド人として，
祖国をもたないユダヤ人に共感を持ったこと，2．ジョイスがローマを去った1907年の年末に
は，ユダヤ人のエルネスト・ナタンが市長に選ばれており，その動きをジョイスが感じ取った
に違いないこと，3．ジョイスがローマでグリエルモ・フェッレーロの著作，ll　militαrismo
（軍国主義）およびGrandezzα　e　Decαdenzα　di　Romα（ローマの偉大さと衰亡）全5巻を読ん
でいたことを指摘しているae）。
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ジョイスは，1906年11月13日のスタニスロース宛ての手紙で，
　僕はぼくの小説『ユリシーズ』の冒頭を考えていた。だが，目下，あまりにも心にかけ
ることが多くてだめだ。フェッレーロは，かれのローマ史のなかで，一章をホラティウス
に捧げている。だから，もしかしたら，詩人も生かしておくべきなんだ。読んだばかりの
彼の「若きヨーロッパ」には…
と記している。唐突にフェッレーロの名が登場するのだが，他の手紙（1907年2月11日）で
は，『ダブリナーズ』のなかの「二人の伊達男」は，フェッレーロにインスピレーションを得
たとも記し，ジョイスにとってのフェッレーロの存在の大きさがうかがわれる。
　フェッレーロの『ローマの偉大さと衰亡』の第四巻は出版されたばかりだった。
　その第2章で，フェッレーロは20ページをホラティウスのオード（頒歌）にあてており，
詩人の社会的，倫理的機能について論じている（11）。それを受けて，ジョイスの「だから，もし
かしたら，詩人も生かしておくべきなんだ」という一節がくるわけだ。明らかに，プラトンの
『国家』に反駁する立場に与している。
　しかし，さらに重要なのは，上の引用に続く部分でフェッレーロの『若きヨーロッパ
L　’EuropαGiovane』を紹介しているところだ。この本は1897年に出版されたのだが，ジョイ
スはローマで入手し，読み終えたところだった。
　先に引いたジョイスの手紙では，彼の構想中の小説『ユリシーズ』とフェッレーロの本への
言及が，段落を変えることなく続いている。さらに，その続きは以下のようになる。
　…読んだばかりの彼の『若きヨーロッパ』には，他国への移民には3つの大きな階級が
あると書いてある。まず（なんという言葉か忘れた。征服し，自分たちの言語をおしつけ
るなどという意味だ）で，イギリス人。付着性（国民の伝統や共感をもって小さなグルー
プを形成する）で，中国人とアイルランド人！！！拡散性（新たな社会に入っていき，そ
の一部となる）で，ドイツ人。かれは反ユダヤ主義についても見事な一章を書いている。
ところで，ブランデスはユダヤ人だ…
　メルキオーリは，フェッレーロの『若きヨーロッパ』は，『ユリシーズ』の胚胎に関し決定
的な役割を果たしたと考えている。「この本こそは，いまだ混乱し，ときに矛盾していたそれ
らすべての観念に対して，触媒として作用し，ジョイスにダブリンのユダヤ人についての小説
を書くよう示唆したのである」とメルキオーリは断定している。
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　メルキオーリの補強材料はもう一つあって，『若きヨーロッパ』の最終章には，デンマーク
の批評家ゲオウ・ブランデス（ジョイスは彼を非常に尊敬していた）へのインタビューが含ま
れているが，そのタイトルは，‘La　lotta　di　due　razze　e　di　due　ideali：1’antisemitismo’（二
つの人種と二つの観念の闘争：反ユダヤ主義）というものであった。この12年後に，ジョイ
スがカルロ・リナーティにあてた手紙（1920年9月21日）のなかで自作『ユリシーズ』を
Tepopea　di　due　razze（Israele－lrlanda）’（二つの人種（イスラエルーアイルランド）の叙事
詩）と規定しているのは，明らかに，フェッレーロのタイトルのエコーであろうというのだ（’2）。
たしかに，説得力を持つ考えだと思う。
　ジョイスが，ローマ滞在時に，フェッレーロに入れこんでいたことを示すもう一つのエピソー
ドがある。彼は1906年9月12日のスタニスロースあての手紙で，「ところで，顔と言えば，
グリエルモ・フェッレーロの写真つき絵葉書を送るよ。僕にも少し望みがあると認めるだろう」
と記している。これだけでは何の事か判らない文章であるが，写真8，9を見較べてほしい（13）。
よく似ているではないか。この当時，ジョイスはまだ無名の青年であり，フェッレーロ
（1871－1942）は広く世に名を知られた思想家，歴史家であった。ジョイスは，俺の顔は，フェッ
レーロに似ているのだから，捨てたもんではないだろう。俺も立派になる見込みがあるんだ，
というわけである。
　ジョイスはローマで酔っぱらった時に，金を盗まれ，一文無しとなり，逃げるようにローマ
を出発し，トリエステに戻ってくる。1907年3月7日のことだ。
　ローマの経験からすぐに，『ユリシーズ』が誕生したわけではない。種は心の奥底に蒔かれ
たが，発芽には，別の深い経験と何より時間がかかるのだ。ジョイスは，実際に『ユリシーズ』
にとりかかるまでに，少なくとも3度，死と生の経験，あるいは死と再生の経験をへなければ
ならなかった。
　トリエステに帰ってきた当初は，地元の新聞イル・ピッコロ・デッラ・セーラに3本のアイ
ルランド論を執筆する。また市民大学で，「聖人と賢者の島，アイルランド」と題する講演を
する。これはアイルランドを距離をおいて振り返る良い機会だったろう。
　その年の7月26日にはルチーアが生まれる。ジョイスは，エルマンによれば，リューマチ
熱で入院していた。しかし，Laura　Pelaschiarは，公刊されていないスタニスロースのトリ
エステ時代の日記に基づき，ジョイスは梅毒の症状で苦しんでいたのではないかと推測してい
る（14）。さらに具体的に，Kathleen　Ferrisの説，この時ジョイスが苦しんでいたのは，　tabes
dorsalis（脊髄瘍；梅毒の合併症）であり，それをこじらせて眼を患っていたのではないかと
いう解釈を紹介している。
　いずれにせよ，1907年の夏，ジョイスはルチーアが生まれるという喜びと，悪い病気に苦
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しむという言わば生と死と性の隣り合わせになった状態を生きていた。
　この病気からの回復期に書かれたのが「死者たち」であった。この作品で，ジョイスの世界
観は転換の第一歩を示している。
　このあと，ジョイスは自伝的小説『スティーヴン・ヒーロー』を書き直し，『若い芸術家の
肖像』を書き上げようとするが，行き詰まってしまう。
　1908年はスランプの年である。『若き芸術家の肖像』を第3章までは，書き上げるが，そこ
で筆が止まってしまったのである。1908年4月以降，何も書く気が起こらなくなってしまう。
手紙ですら，1908年は極端に少ない。エルマンの3巻本の書簡集におさめられているもので
は，1908年は3通しかなく，しかもそのうちの2通は葉書きで数行のものだ。さらには，同
年の8月4日に，ノーラは3番目の子を流産した。ジョイスは，胎児を観察し，深く悲しんだ。
エルマンが言うように，この経験は『ユリシーズ』の主人公ブルームが生後間もない息子ルー
ディを失ったというエピソードに反映されているだろう㈹。
　このスランプを結果的に救ったのはイタロ・ズヴェーヴォ（本名エットレ・シュミッツ）で
あった。彼は，冨裕な実業家で（写真5），夫婦でジョイスに英語をならっていた。1907年末
には，ジョイスは書き上げたばかりの「死者たち」を二人に読み聞かせている。ズヴェーヴォ
は自分も過去に小説を書いたことを打ち明ける。
　ズヴェーヴォの2つの小説『ある生涯』と「老年』を渡されて読み，ジョイスは激賞する。
ズヴェーヴォも後に小説を書く事を再開する。今度は，ジョイスが『若き芸術家』の3章を渡
した。それに対し，ズヴェーヴォが送った手紙（1909年2月8日）がジョイスを無気力状態
から立ち上がらせたのである。
　ズヴェーヴォこそは，ブルームのモデルであった。ズヴェーヴォの娘レティツィアは，「父
はブルームではなかったが，ブルームの一部だった」と言い，ブルームは，トリエステのユダ
ヤ人が総体としてモデルになっているという趣旨のことを述べている（16）。『ユリシーズ』とい
う作品の登場人物ブルームは，様々な要素やエピソードからなっているわけだが，足し算では
一人の人物像は形成されない。作品の中に一人の人物として立ち現れるための核となる人物に，
ジョイスはここで出会ったのだ。それがイタロ・ズヴェーヴォであった。
　ズヴェーヴォが，ブルーム像の核になる要因は，いくつかある。まず，ユダヤ人で，裕福な
家に生まれたこと。ズヴェーヴォの父はドイツ系で，母はイタリア人であった。ズヴェーヴォ
というペンネームの意味は，南ドイツのシュヴァーヴェンのという意味で，イタロはイタリア
のという意味であるから，自分がイタリア人の母とドイツ人の父から生まれたことを表してい
る。彼はトリエステのユダヤ人学校で小学校教育を終えたのち，バイエルンで5年間寄宿制の
学校でドイツ語教育を受け，完壁なドイツ語が話せるようになる。彼は家庭ではトリエステ方
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言を話し，学校ではイタリア語を学び，その後，ドイツ語を習得し，大人になってジョイスか
ら英語を習ったわけである。この多言語性，代々同じところに住んでいるのではない流浪性が
ジョイスの気に入ったことは確かだろう。
　さらに，彼の妻リヴィア・ヴェネツィアー二は会社経営者の娘で，カトリックであった。彼
らは最初，教会でなくて，世俗婚をした。その後，ズヴェーヴォがユダヤ教を棄てたのち，教
会婚をしたのである。ズヴェーヴォがカトリックに改宗したのは，翌年，娘レティツィアの誕
生を機にしてであった。ブルームは，最初はプロテスタント，ついでカトリックの洗礼を受け
ているが，特に宗教熱心ではなく，まわりの人間はユダヤ人と見ている。ユダヤ人というのは，
母方がユダヤ教徒の場合に，ユダヤ人となるので，ブルームの場合はユダヤ系ではあるが，厳
密に言えばユダヤ人ではないのだ。ここで，ジョイスにとって重要だったのは，ズヴェーヴォ
が，自分がそれに取り囲まれて育ったユダヤ教を棄てた人間であったことだろう。一つの宗教
に縛られないことは，ジョイスにとっては精神の自由を確保するために重視していたに違いな
い。
　また二人には偶然，経歴で似たところもあった。二人とも裕福な家庭に生まれたのだが，父
親の失策により生家が没落し，学校教育を中断せざるをえなかったこと。銀行つとめをして，
そこでの仕事が外国への通信文を書くことであったこと。また，当時の社会主義に親近感を示
したこと。こうした点も，二人の共感を高めたかもしれない。
　こうして，1908年から1909年の初頭にかけては，第3子の死，小説が書けなくなるスラン
プ，そこヘズヴェーヴォとの小説家としての交流が思いがけず開け，執筆が再開された。ジョ
イスにとっては，文字通りの死と象徴的な死と再生が生じている。
　1909年にジョイスは「死者たち」の末尾で，「西の旅に出かけるときがきた」と書いたこと
が実現する。息子のジョルジョをノーラの故郷ゴールウェイに連れて行こうと考えるのだ。し
かし，その計画はダブリンで思いがけぬ形でいったん頓挫する。あまりにも有名な事件である
から簡単に記すが，ジョイスの友人コズグレーヴが，ジョイスが付き合い始めた頃のノーラは，
ジョイスとコズグレーヴに二股をかけていたと告げたのである。ジョイスは狼狽し，動転し，
苦悶のあまり七転八倒する。ノーラに怒りと悲しみに満ちた手紙を次々に書く。コズグレーヴ
の嘘を見破ったのは，別の友人バーンだった。バーンはジョイスの愛を瀕死の淵，絶望の淵か
ら救ったのである。ジョイスはバーンに深く感謝しており，そのことは，バーンのその時の住
所エクルズ通り7番地が，『ユリシーズ』の主人公ブルームの住所となっていることに反映さ
れている。
　さらにスタニスロースの手紙がだめ押しとなって，ジョイスはノーラへの愛を取り戻す。愛
の死と再生である。ジョイスは，気をとり直して，ジョルジョとゴールウェイに行く。
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　もはやゴールウェイはジョイスにとって遅れた後背地ではなく，ノーラの故郷として共感を
もって過ごせる場所となっていた。
　ローマを去ってから2年あまりの間に，ジョイスは，いわば魂の死と再生を，二度，三度と
経験したのである。
　ローマで無意識下に，はっきりとした形をとらずに醸成を開始したものが，ズヴェーヴォと
の出会いにより核を与えられ，形をとるべき方向に動きはじめたのだろう。これからさらに5
年が経過し，1914年からジョイスは『ユリシーズ』の執筆を本格的に開始するのである。
?
　ジョイスは，ポーラ，トリエステ，ローマと移り住んで，その好悪を鮮明にする。ポーラは
嫌い，トリエステを好み，ローマを嫌悪する。ローマが彼にとって意味したのは，おそらく魂
の死を象徴するものであった。その死の町を通過して，再びトリエステに戻り，トリエステの
ユダヤ人のなかに宗教（カトリック）にも政治（オーストリア帝国）にも屈せず，自由に活動
する人間像を見いだした。それこそが，彼のめざす新たなアイルランドの叙事詩の主人公にふ
さわしい人間であった。彼はさらに2度，3度とトラウマティックな経験をへて，『ダブリナー
ズ』の潔癖な筆遣いの作家から，『ユリシーズ』の清濁を合わせ飲む，豊穣な喜劇的な世界を
紡ぎだす語り手へ変身をとげたのである。
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ジョイスのトポグラフィカルな想像力
写真1　ジョイスがアイルランドから出国して最初に定住した町ポーラ。町の中心にそびえる古
　　　　代ローマの円形劇場。楕円形で130m×105m，高さ32mをほこる
写真2ポーラ市内にある紀元前29－27年に建てられたセルギウスの凱旋門。その右の黄色い建
　　　　物がジョイスが教えていたベルリッツが入っていた建物
89
写真3　セルギウス門をくぐった所のジョイスゆかりのカフェ。鎮座するジョイス像
写真4　トリエステのギリシア正教会のきらびやかな内部。ミサの時，中央の扉から司祭が出入
　　　　りする
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ジョイスのトポグラフィカルな想像力
写真5　ジョイスの友人ズヴェーヴォのトリエステ郊外の山荘。ズヴェーヴォはここで「ゼーノ
　　　の意識」を執筆した。ズヴェーヴォは裕福なユダヤ人であった
写真6　トリエステのシナゴーグ。1912年建立。ヨーロッパ最大のシナゴーグが建設されたこ
　　　　とからも，当時のトリエステのユダヤ人の活力がうかがわれる
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　　　　轍1灘心
一難
、
写真7チューリッヒ。チューリッヒ湖に接し，そこからリマト川（写真）が流れ出す
写真8　グリエルモ・フェッレー口
　　　　（1871－1942）
写真9　ジェイムス・ジョイス（1882－1941）
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